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新たな歩みのために 
NPO法人秩父百年の森 理事長 島﨑武重郎 

会員の皆様へ通信第２号をお送りいたします。昨年度は、8月 17日に NPO法人として承認を得てから 3
月まで様々な活動に取り組み、皆様のご支援により確実な歩み記すことができました。NPO法人 2年目にあ
たる本年度は、組織の充実を目指して、情報の交換と共有をさらに深めていきたいと考えております。 
昨年度は、秩父市大滝地区を対象に認定された平成 22年度過疎地域等自立活性化推進交付金事業（総務省）

｢“第 3 のはちみつ”の開発と普及による花と蜜のあふれる地域活性化推進事業｣に対して、全面的な支援活
動を行いました。行政や大学、林業や養蜂業にたずさわる方々と様々に連携することができました。この経

験は、私たちの会にとってこれからの活動の確かな基礎となり、大きな飛躍ともなりました。 
森林ボランティアである私たちは、豊かな森づくりのためには、その森にかかわる人々が豊かであること、

地域が持続的に発展できることが必要と考えてきました。しかし、それは山村だけの問題ではなく、山－里

－街の人々の連携によって、はじめて実現できると考えています。今年 2 月、秩父のカエデ樹液流出が最盛
期となる時期に、早春の森とカエデの樹液を楽しむエコツアーを 3回行いました。カエデという 1つの木を
通しても山と里と街の繋がりを創りだすことができます。街の人たちには身近に森に親しんでいただくこと

を、里の人たちには森の恵みを使ったおいしい料理を工夫していただくことを、そして、山の人たちには自

慢の森づくりをしていただくことを願っています。カエデの樹液を楽しむ以外にも、美しい季節の森林観察

や植林体験を取り入れたエコツアーをこれから取り組んでいきたいと考えています。 
森林整備では、秩父にふさわしい森、「森林の復元」にむけて、多くの方々と連携しながら取り組んでいき

たいと考えています。ことに、山吹沢県有林の森づくりは、獣害防止柵が整備され、県民自身による県民の

ための森づくりができる環境が整いつつあります 
将来の環境の担い手である子どもたちに対しては、いろいろな活動を通して環境教育の支援をしていきた

いと考えています。私たちは、会の定款で次のような 4 つの事業を推進することを決めています。それには
多くの皆様のご支援が不可欠です。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

（1）山村と都市との交流促進（2）持続可能な森林・林業モデルの形成 
（3）環境教育支援（4）地域活性化ビジネスモデルの形成 
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東日本大震災復興支援ボランティア活動緊急報告 
 

3 月 11 日東日本大震災は、自然災害としてかつてないほど大きな被害をもたらしました。「森は海の恋人」を提唱され、何度も秩父

に来ていただいた気仙沼の畠山重篤氏も被災されました。人と自然との共生を目指してきた私たちにとっても事実をしっかりと受け

とめ、被災された方々に少しでも役にたつことを願って、気仙沼への支援活動に参加してきました。 

 

私たちは、未曾有の災害をもたらした東日本大震災に対し

て少しでも復興の役に立ちたちたいと復興支援ボランティア活

動に参加する準備を進めていた。寸断されていた交通網は少

しずつ復旧し、ガソリンも全国各地から関東、東北へと安定的

に供給できるようになった。被災地へのボランティア活動に参

加できる環境がと整いつつあった。いまだ受け入れ態勢が十

分にそろっていな地域も多くあり、ホームページや電話などで

事前に状況確認することが必要であった。全国社会福祉協議

会（全社協）によると、岩手、宮城、福島など東北関東７県で計

84 カ所の災害ボランティアセンターが設置されていた。その多

くがボランティアを「県内在住者」に限定し、県外から受け入れ

ているのは少ないのが実情である。ゴールデンウィーク中は被

災地へ県外から多数のボランティアが入り支援作業を行う見通

しで、被災地のボランティアセンター（VC）では、期間中の新

規受付けを中止する事態が相次いで起こった。多数の申し込

みを受けて、宿泊場所や派遣手段が確保できないほか、交通

渋滞の原因にもなりかねないため、多くのボランティアセンター

が、ゴールデンウィーク後に来てほしいと呼びかけ、連日 1000

人以上のボランティアを受け入れてきた気仙沼のボランティア

センターも受け入れ中止を決め、電話も通じなくなってしまっ

た。私たちは、新聞、テレビ、報道などで被災地の状況把握に

努めた。 

気仙沼市唐桑町の畠山重篤氏は、牡蠣養殖業を営み、「森

は海の恋人」を合言葉に植樹運動を続けられ、埼玉の森づくり

にも大いに協力してくださった方である。一昨年は中学生向け

の環境教育活動である「森を語ろう」で秩父歴文化伝承館を会

場に講演をしていただいている。私たちにできることは何でも

やるということで準備にかかり、ゴールデンウィーク初日に現地

入りを決めた。出発にあたり、秩父地域の会員からも多額のお

見舞金やこの日のため焼いてくれた段ボール 10 箱分のパンを

お預かりしした。車は必要な装備や託された支援物資で一杯

となり、28 日夜 4 人が乗り合わせて出発した。高速道路は郡山

を過ぎるあたりから渋滞が始まり、仙台市から一関にかけては、

応急処理されたものの震災で波打つ路面を進んだ。車窓を流

れる桜の並木や高台の公園に咲く桜は、いまを盛りと満開であ

る。一関までのサービスエリアや一関からの道の駅には、「東

日本大震災支援車」と書いた大型バスやトラック、ライトバンが

多く駐車しており、色々なユニホームに身を固め、名札と腕章

を付けた人々をたくさん見かけた。中には、医療、看護、食事、

ケアー、瓦礫撤去などの仕事の内容が明記されたものもあり、

これらの人たちが応援に駆け付けるのかと思うと、日本人はま

だ捨てたもんじゃないと力強く感じた。 

旧室根村（現一関市）を経るまでは、大きな被害の後は見ら

れなかったが、気仙沼市街地に入り港に近づくや、大きな惨状

が眼前に広がった。津波で破壊された数十棟の冷凍倉庫、気

仙沼港に流れ込む川には、乗用車やトラックが水に浸り、大小

の船が橋げたに喰い込み、遠洋漁業の大型船が岸に乗り上

げて、赤い船腹を見せて横たわっている。幅 50 メートル、長さ

300 メートルにわたって 3 日間燃え続けた中心街は壊滅状態

で、幾度も爆弾を落とされた戦争の後のようである。今回の震

災・津波の惨状は、自然の災害とはいえ余りに酷く、写真を撮

ろうとしても涙が出て一枚もシャッターを押すことができなかっ

た。 

行き止まりの道を幾度か迂回し、気仙沼からは東の太平洋

側、唐桑半島の付け根にある畠山さん宅に急いだ。小さな峠

を越えて海に近づくと、この地に集落があったのかと思うほど

何もない。瓦礫が整理されて面影もないが、屋敷の土台や門

の一部が残るのみで、道も土砂を集めて盛り上げた仮の道路

で、車が 1 台ようやく通れる程度である。海岸わきの坂を 25ｍ

ほど上がった高台に残る畠山さんの家は、集落の避難所とな

っており、庭先で作業をしていた黄色のよく目立つヤッケを着

た畠山さんに、すぐにお会いすることができた。海岸わきの事

務所や加工場、養殖筏、ブイや網、ロープすべてが流され、防

波堤や港も損傷し、電気や水道も復旧していない状態であっ

た。心からお見舞いを申し上げ、預かってきた物資を手渡し、

翌日の作業を約してその場を辞した。 

 

（気仙沼市街（左）と唐桑半島（右） 気仙沼ＶＣマップより） 

 

海の力は変わらない！「森は海の恋人」運動、畠山さんのこと 

畠山さんは牡蠣の養殖から、森と川と海との大切な繋がりに

気がつき、「森は海の恋人」を合言葉に植樹運動を続けている。

1943 年生まれ、京都大学フィールド科学教育研究センター社

会連携教授もつとめ、「日本汽水紀行」、「漁師さんの森づくり」

など多数の著作がある。 

牡蠣の森、それは岩手県室根町室根神社から始まった。牡

蠣の養殖を営むなかで、「磯焼け」という魚介類消滅の危機を

救うために、河川上流域の緑化の必要性を訴え、大漁旗をな

びかせて室根山の植林を実行した。その成果は小学校の教

科書に取り上げられ、幅広い緑化運動の啓発に取り組んでこ
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られた。「森は海の恋人」という魅力的な呼びかけに応えて、全

国から植林にきた参加者に、畠山さんは次にように話されてい

る。「みなさんが山を緑にしてくれたおかげで、下流の海に海

藻の森が甦った。そして、一番大切なことは、みなさんの心の

中に緑が育つことだ」。気仙沼湾に流れ込む大川の水源の山

に鎮座する室根神社の祭礼には、昔から漁民たちが海水を供

え、塩でご神体を清める神事があることから、昔の人は森を海

とつなげて考え、上流と下流が感謝し合う関係があった。この

ような関係を取り戻し、上流の山々を緑化すれば、日本中の海

底も緑にしていくことができるのではないか。そのために、日本

中の人々の心の中に、本当に緑を育てる心が育つことがまず

必要なのだということではないか。 

私たちの入った気仙沼には、大小の湾や半島が数えきれな

いほどあり、半島と半島の間の少し開けた美しい入り江の一番

奥まったところに港と集落があったという。畠山さんが牡蠣の養

殖を営む静かな入り江も津波に襲われ、集落は高台の 3 軒を

除いて流された。水は 25m の高台にある畠山さん宅の足元に

も迫った。 

「大津波警報から 30 分ほどで潮が引き始めた。そのあと風

呂の水があふれるようにフワーと海面が盛り上がった。引き潮

で湾の 3 分の 1 ぐらいが黒々と底を見せたかと思うと、黒い空

のような水の壁が狭い湾いっぱいに広がり、ダーッと来た。低

地の家は持ちこたえられず、加工場や事務所も呑みこまれた。

両岸の杉の大木が根こそぎ引き抜かれた。3 歳の孫を抱いて

裏山の雑木林を駆け上がった。屋根がどんどん流されていっ

た。暗くなり寒くなる。何が起きたのか想像できなかった。ラジ

オだけが頼りで、やがて、巨大津波だとわかった。避難訓練な

ど備えはあったが、ほとんどの人は 51 年前のチリ地震津波の

記憶しかなかった。明治の三陸大津波の体験者はいない。人

間の記憶も 100 年経つと失われる。・・・・養殖筏はすべて流さ

れた。それでも漁業に希望はある。再開できる。農地は塩害で

使いないが、海が生き物を育てる力は変わらない。海にプラン

クトンという実りをもたらす。森も川も健在だ。大災害だったが、

自然そのものは残っている。ノリやワカメは、秋に種を入れれ

ば春先には収穫できる。牡蠣も秋に仕込めば春には採れる。」 

海を豊かにするために森に木を植えようと 22 年前に立ち上

げた「森は海の恋人」運動を続けるという。畠山さんは、「毎年6

月に植樹イベントを開いてきた。今はそれどころじゃないという

気持ちだったが、大川上流の一関室根町の人々たちがぜひ

やろうという。復興の光明ととらえた方がよい、と。100 人近い震

災孤児たちがいるので、チャリティ的なものを考えている」とい

う。畠山さんの強い意志が、私たちとって何よりの励みである。 

 

甦れ、ブナ 
翌朝、地下足袋にヘルメット、二丁掛けの腰鉈とのこぎりを

身につけ畠山さん宅を訪ねた。九州からも来ているボランティ

アの方々と一緒に、畠山さんが「汽水の道」と名付けて造った

海岸に沿う敷石の道の修復作業をおこなった。道に崩れかけ

た倒木や土砂を排除しながら、道を修復するのである。この道

は象徴的な道ですから早く元に戻したいと、畠山さんご長男も

小型ユンボを操って作業をされる。木を切り、石を動かし、土を

均していく、私たちの日頃の山仕事が海にきて生かされるのは

嬉しかった。 

午後からは港近くにあった作業場の跡かたづけ。事務所、

作業加工場、仕事に使ったすべてのものを津波は破壊し、攫

っていった。残ったものは、どこから流れてきたのかもわからな

い瓦礫の山である。そんな瓦礫の下に、かすかに開葉を始め

た樹が横に倒れ、2 畳ほどの赤錆びたトタンが隠していた。ブ

ナのようでもあるが、このような地域にはないはずで、半信半疑

瓦礫を取り除いてみると、正真正銘の樹令 30 年ほどのブナで

あった。秩父に植えている樹もブナである。私たちには思い入

れの強い樹であるが、黒い波に揉まれても生き残り葉を拡げ始

めたブナを何とか生き返らせ、次の時代につなぐ生きる希望で

あれと願い、引き起こすことにした。1ｍ近く根の周りを掘り下げ、

ロープをかけて車で引くと、一度ですっくと立ち上がった、ブナ

が私たちを待っていたかのように。材木を斜交いにかい、落ち

ていた板に、「甦れ、ブナ」とマジックで書いて幹にそっと立て

かけ、植木職人をしているボランティアのリーダーに後を託す

ことにした。 

他の作業を一通り終えて、挨拶に伺うと、このブナの植えた

人がわかった。平成元年に室根山にブナをはじめて植林した

ときに、苗の中から 2 本を選び、子どもたちが遊ぶ公園の日陰

になればと、畠山さんの奥様が植えた樹であった。最初に報

告した相手が当のご本人であり、もう諦めていたと大変喜んで

下さった。帰り際にもう一度ブナの樹にふれながら、私はブナ

に語りかけた。 

「津波の海水塩分と砂地でよく育つかまだわからない。だけ

れど、お前が大きく育って、生きる希望になってほしい。また来

るから、それまで元気でいてくれよ。よく育っていたら、この泣き

虫じじいが、また大きな声でよかった、よかったと声をかけてや

るからな。」 

私のそんな独り言を聞きつけたの

か畠山さんの長男の子が、「また、津

波がきたらどうなるの」と真顔で尋ね

てきた。 

「また起こしたら、ええんや。」 

「大きくなりすぎて起きるかな。」 

「ええんや、抱き寄せて水をやる。

たのんだよ。」 

 

今回の復興支援活動では、実に多くの人たちからご支援を

いただいた。ことに宿泊場所と心のこもった食事を用意してく

ださった室根町の I さん母娘には大変お世話になった。寝袋

覚悟の活動であったが、ふかふかの布団を用意してくださり、

採れたての食材が私たちの元気のもとになった。室根山麓の

旧家で、代々田畑を耕し、山を守ってきたのである。気仙沼湾

にそそぐ清らかな大川の水も、I さん母娘のような人たちによっ

て維持されてきたのであろう。国道気仙沼線は大川の流れに

沿って東西に走り、被災地気仙沼へは車で30分の距離である。

本当に感謝、感謝である。 

私たちは、多くの人たちの支えがあることを身をもって知るこ

とができた。だからこそ、復興と再生は可能なのである。一日も

はやい復興を願ってやまない。               （T.H） 
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環境教育支援の取り組み 
 
多摩川に清流が戻り、神田川にアユが遡上したことが話題になったことがありますが、水の冷たさを肌で感

じ水草の中によぎる魚の姿に興奮したことのある世代は、自然とかわり、自然から学ぶことの楽しさを知ってい

ます。そのような体験を多くの子どもたちにしてほしい、そんな願いが私たちの「環境教育」支援の出発点です。

秩父市ふたば幼稚園の園児たちとはドングリを育てることから、都会の小学生たちとは秩父の森と川と里をフィ

ールドに「夏休み親子森林教室」を、そして中学生たちには、「森を語ろう」と呼びかけ、共に考え、語りあう企画

を進めています。2010 年 8 月秩父市大滝での夏休み親子森林教室では、地域の皆様から様々な援助をいた

だき、充実した時間を過ごすことができました。10 月 23 日、秩父市との森づくり協定にもとづき、市有林での植

林活動をふたば幼稚園の年長組の園児たちといっしょに行いました。翌 24日、「第 2回森を語ろう」では、埼玉

県在住のチェッバロ製作家横田誠三氏をお招きし、「音楽は森を生かす」をテーマに秩父第一中学校の子ども

たちに興味深いお話をしていただきました。これらの活動には多くの皆様からご協力とご支援をいただきました。

子どもたちの一つ一つの体験や活動、安全の確保には、大人である私たちの支援が欠かせません。未来の環

境の守り手である子どもたちに、これからもご支援をお願いたします。 

 

 

2010 年 8 月 7 日・8 日  

第 2回夏休み親子森林教室  

 
キャンプでお世話になったみなさまへ 

        小学校 3年 R.Y 
先日のキャンプでは大変おせわになりました。 

いろいろなお話を聞きながら、山を登ったり、川であそんだり、魚をやいたり、きょう

どりょうりをいただいたり、びっくりするほど広い昔ながらのおうちにとめていただいた

り、染物をならったり・・・とても楽しく、また、自然とふれあい、知らなかった埼玉の

ことを学ぶよい機会をいただきました。 

中でも一番いんしょうにのこったのは、川遊びです。カエルをつかまえてかんさつした

ことも、見たこともない虫にさわったことも、川の中をかけまわったことも、とてもよい

思い出になりました。夜、おじいさんに本をよんでいただいたこともいんしょうにのこり

ました。ぜひ、またいきたいです。 

 

夏休み親子森林教室に参加して 

K.M 

 私はさいたま市内で生まれ育ち、4人の子をもつ母親です。昨年この教室に参加した友人

にさそわれて、はじめて参加させていただきました。街中で暮らす子どもたちにとっては、

ゲームやテレビのない生活はとても貴重で、自然の中でのびのび過ごす体験は、必要不可
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欠ではないかと思います。山で生活している方には理解できないかも知れませんが、自然

に囲まれた中で過ごすことがないまま成長してしまうと、生きる知恵も身につかない、生

命力の弱い人になってしまうのではないでしょうか。学校行事で林間学校はありますが、

今回のように少人数で活動できる山村留学のような活動には、これからも参加させたいと

思います。 

 一泊二日の教室でしたが、山に登って森林についての説明をしていただき、林業をされ

ている方のご苦労も少しだけわかりました。自然を守ることの大切さ、山や川にある危険

についても教えていただきました。また、地元の皆さまの厚いおもてなしや山の幸のごち

そうもとても美味しくいただき、親子とも本当に楽しく、とても貴重な二日間を過ごすこ

とができました。いろいろな計画をたててくださったスタッフの皆さまに、心から感謝い

たします。 

 
■外秩父山系大霧山登山 

 
 
■山村生活体験 

 
 
■荒川源流中津川の川遊び 

 
  
 
 第 2回森林教室では、文科・総務・農林 3省の連携事業である「子ども農山漁村交流プロジ
ェクト」事業の認定をうけ、子どもの体験学習の充実と山村地域の活性化という二つのテーマを
取り組みました。秩父市大滝の皆様の暖かな心配りと集落全体で受け止めていただいたことによ
り、大きな成果をえることができました。また、環境教育の人材育成という観点から大学生のサ
ポート活動を積極的に位置付けてきました。地域の人々の繋がりの中で、子どもたちや学生たち
が深く自然に学べるような「森林教室」の活動を今後も続けていきます。 



 6

10 月 23 日 ふたば幼稚園の森づくり 

さあ みんな空気をすって ほら おいしいでしょ。  

 

 

きょうは みんなでそだてた 木
き

を 植
う

えましょう。 

みんながそだててくれた木
き

は 葉
は

っぱを いっぱい ひろげてくれます。 

そして、ドングリも たくさん できます。 

ドングリは 木
き

の赤
あか

ちゃんです。 あきになったら たくさん 地面
じ め ん

におちてきます。 

でも 地面
じ め ん

におちたら シカさんや クマさんに たべられてしまうよね。 

そこで お母
かあ

さんの木
き

は かんがえました。なんだと おもう。 

お母
かあ

さんの木
き

は 葉
は

っぱを たくさんおとして どんぐりの赤
あか

ちゃんを かくしてあげるの。 

はるになって 芽
め

がでるまで 葉
は

っぱのおふとんで まもってくれるんですって。 

 

葉
は

っぱのおふとんは あとで小
ちい

さな虫
むし

さんや ミミズさんが もぐもぐ たべてくれます。 

いっぱい たべると なにがでてくるとおもう。 

ウンチね、 虫
むし

さんや ミミズさんも ウンチがでます。 

葉
は

っぱが どんどんたべられて こまかくなったり ウンチになったりしていくと  

どんぐりの赤
あか

ちゃんに とっても栄養
え い よ う

になる 腐葉土
ふ よ う ど

という土
つち

になります。 

 

この土
つち

は 大雨
おおあめ

がふっても スポンジのように 水
みず

をたくさんすってくれます。 

雨
あめ

の水
みず

が その中
なか

をとおっていくと とっても おいしいお水
みず

になるんですって。 

みんなが おいしいお水
みず

を いっぱいのめるのも お母
かあ

さんの木
き

が 葉
は

っぱを たくさんおとしてくれた

からなのね。 
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そして たいせつなことが もうひとつあります。 

いま 地球
ちきゅう

温暖化
お ん だ ん か

といって 地球
ちきゅう

がすこしずつ あたたまってきているんですって。 

どうしてかというと 

燃
も

やしてはいけない ペットボトルなどを燃
も

やすと 二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

というガスがふえて 

地球
ちきゅう

が あついよ くるしいよと いっているんですって。 

さあ みんな 空気
く う き

をすってごらん。ほら おいしいでしょ。 

はい はいて。 

みんなが はいた息
いき

も 二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

なの。 

でも まわりの木
き

の葉
は

っぱを 見
み

てください。 

木
き

の葉
は

っぱは みんながはいた二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

を おいしい空気
く う き

に かえてくれるんですって。 

とても おりこうさん でしょ。 

あついよ くるしいよといっている地球
ちきゅう

を たすけています。 

 

みんながおおきくなって 大人
お と な

になったときでも  

おいしいお水
みず

がのめたり おいしい空気
く う き

がすえたりできるといいね。 

だから みんなに 木
き

を植
う

えてもらいたいの。 

お手伝
て つ だ

いができるかな。 

きょうは みんなで 地球
ちきゅう

をたすけてあげましょう。    （かずこ先生のお話から） 

 

 
 

2010 年 10 月 20 日、秩父市有林 2 ヘクタールの森づくり協定が、秩父市、ふたば幼稚園、
NPO法人秩父百年の森の三者により結ばれました。子どもたちが健やかに成長していくために、
子どもたちの環境も同じように大切され、育てていきたいものです。私たちは、子どもの成長と
一緒になりながら森も育っていくことを願っています。多くの皆さまのご支援をお願いいたしま
す。 
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第２回「森を語ろう」～音楽は森を生かす～ （１０月２４日 秩父市立第一中学校） 

Ｂｅｌｉｅｖe、チェンバロと歌う 

私たちが住む秩父市の森林は、どのくらいあるか知っていますか。市の面積の87％が森

林でおおわれていると言われています。秩父市は、長い日本列島の真ん中にあることから、

多くの種類の樹木や草花に恵まれた「森のふるさと」でもあります。森は、私たちの暮らしや

文化にも深く関わってきました。しかし、その森は今どうなっているのでしょうか。秩父の森

のことを中学生の皆さんと一緒に考えるために、私たちは「森を語ろう」という活動をしてい

ます。昨年は、宮城県のカキの漁師である畠山重篤さんにきていただき、森と海が深く結び

付いていることを「森は海の恋人」と題してお話していただきました。 

チェンバロの製作者であり、埼玉県内にお住まいの横田誠三氏をお招きし、『音楽は森を

生かす』と題して、木を活かすことの大切さや楽しさ、そして難しさについてお話していただ

きます。5００年の歴史をもつチェンバロ１台には、10 種類以上の様々な木が使われていま

す。果たして、日本や秩父の森で育った木から、すてきな音色を奏でる楽器をつくることが

できるでしょうか。私たちは、そんな森を育てていくことができるでしょうか。チェッバロの興

味深いお話から、そんなことも考えてみたいと思います。 

 

 

＜チェンバロの歴史＞ 

♪♪♪♪♪♪ （演奏）  

フィオッコ作曲のアダージョ。 
フィオッコという作曲家の名前を聞いたこ

とがある人はいますか。ヴァイオリンを習った

人はひょっとしたら知っているかもしれませ

んが、今から250年以上前、1750年頃に活
躍した音楽家です。チェンバロの話をする

には歴史の話をしないといけません。歴史

の嫌いな人がいるかもしれませんが、ちょっ

と我慢してください。1750 年頃というと日本
は江戸時代です。チェンバロはその頃の

ヨーロッパの楽器で、王侯貴族に大変愛さ

れました。見るからに王侯貴族の楽器です

ね。蓋には油絵で風景画が描いてあります。

私はチェンバロを一人で作っていますが、

絵だけは友達の絵描きさんに描いてもらっ

ています。なかなか綺麗な絵ですね。その

時代には、このような絵を描くのがひとつの

流行でした。アルカディアといいますが、昔

のヨーロッパの人が考えた古代の桃源郷の

絵が描いてあります。チェンバロの話をする

ときは、装飾のスタイルとか様式、そういった

ものが重要になってきますが、このチェンバ

ロはロココ様式、1800 年の少し前に愛され
たスタイルです。 
みなさんの家にはピアノはあるけどチェン

バロはない。どうしてでしょうか。 
それはチェンバロという楽器は、今から２

00 年くらい前に一度滅んだ楽器だからです。

18 世紀の末、フランス革命などヨーロッパが
革命の渦に巻き込まれますね。それ以前は

王侯貴族の時代でしたが、その後は市民の

時代になります。王侯貴族と一緒にチェン

バロは滅んでしまいました。そして、例えば

博物館の中に、あるいは屋根裏部屋に、あ

るいは寒い冬には憎い王侯貴族が使ったも

のとして暖炉の中に入れられてしまった楽

器もたくさんあった。 
そうやって滅んでしまった楽器が、今なぜ

ここにあるのでしょうか。今から50年くらい前
から、皆さんの知っているバッハやそれより

以前の古い音楽を新たに研究したい、聞い

てみたいという「古楽」の活動が盛んになりま

したが、その先陣を切ってチェンバロという

楽器が復興されました。博物館に残ってい

た楽器をいろいろ調べて新しく作ったので

す。博物館はそういう図面を出版してくれま

すからね。 
今聞いていただいたフィオッコは、チェン

バロが滅びる直前、1750 年頃にフランダー
ス、今のベルギーやオランダあたりですが、

その辺りで活躍した音楽家です。この楽器

はその時代のフランダースのスタイル、様式

の楽器なのです。 
 
チェンバロが作られはじめたのは、更にそ

れより３00年以上も前、だいたい 1400年頃
からチェンバロという楽器は使われていたの

です。そのころのチェンバロはどんな楽器

だったかというと…。いま私が手に持ってい

横田誠三氏略歴 

 チェンバロ製作家。1951 年東
京世田谷生まれ。東京大学農学部
農業工学科卒業後、林産学科木材
物理教室研究生として木材の研
究をするかたわら、堀栄蔵の指導
を受け製作を開始。多くの演奏家
のコンサートや録音で調律を担
当。講演活動やグローブ音楽辞典
などの古楽関連図書の翻訳監修
のほか、サロンコンサート「折々
の会」を主催。著書に『鍵盤調律
法 理論と実践』。東京藝術大学
非常勤講師。日本音楽学会会員。
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るような小さい楽器、オッタヴィーノ・アルピコ

ルドといいますが、このようにシンプルなもの

がチェンバロの最初の形だったと思ってい

ただいていいと思います。こうして縦に見る

とハープの形がはいっていますね。チェン

バロのことを英語ではハープシーコードとい

いますが、ハープが入っていますね。この楽

器は１オクターブ高い音がしますからオッタ

ヴィーノとか、あるいはスピネットと呼ばれて

います。当時はどうもアルピコルドと呼ばれ

ていたらしい。それでは、このかわいい楽器

どんな音が出るか聴いてください。曲は

ちょっと時代が下がりますが、ルネッサンス

時代のイギリス、シェイクスピア、エリザベス

一世、そういった人たちが活躍していた時代

に、ファーナビーという人が書いた、スパニョ

レッタという曲です。 

 ♪♪♪♪♪♪ 

 この可愛らしい楽器が、250 年くらいか
かってこういう大きい楽器に発展していくわ

けです。ルネッサンス音楽の時代からバロッ

ク音楽の時代までです。この後はどうなるか

というと、実はチェンバロは滅んでピアノの

時代になってしまいます。ピアノの原型は

チェンバロが滅びる前から出てきていますが、

決定的だったのはモーツアルトです。1750
年にはバッハが死に、1756年にモーツアル
トが生まれます。バッハの死をもってバロック

音楽の最後ということに音楽史ではなってい

ます。その直後、ベートーベンが生まれるの

は 1770年ですから、そのわずか 20年後で
す。そこの前後でチェンバロは下り坂になっ

てピアノが台頭してきます。少年モーツルト

はチェンバロを弾いていましたが、青年モー

ツアルトはピアノに夢中になった。そうして

チェンバロは音楽の表舞台からどんどん駆

逐されていなくなってしまったわけです。 
 
＜チェンバロの仕組み・用材＞ 

 チェンバロはピアノの先祖です。でも音

が全然違いますよね。その秘密を次に探っ

てみましょう。ピアノは、皆さんご存知のよう

にフェルトのハンマーで弦を叩いて音を出し

ています。チェンバロは、これがジャックとい

う部品ですが、これが鍵盤の奥にのっかっ

ているのです。鍵盤を押すと持ち上がって、

鍵盤を離すと下がる。赤く見えているのがダ

ンパーです。これで弦の振動を止めるわけ

ですね。その下の黒くて小さいものが付いて

いるでしょ。それがプレクトラム、弦をはじく

爪です。これが何でできているかというと、昔

は鳥の羽軸を使ったんです。これでないとな

かなか良い音がでないといって、今でも使い

ますが、この楽器のものはプラスチックです。

ジャックが持ち上がってプレクトラムが弦を

はじくと、ジャックが下に戻ってくるときもう一

回弦をはじいてしまいますね。そうすると楽

器になりませんからちょっと後ろに逃げるよう

になっています。そのしかけに使われている

バネは、昔は何を使っていたかというと、イノ

シシの毛です。高級なヘヤーブラシを持っ

ている人は、それがイノシシの毛です。

ジャック本体は、いよいよ木ですね。この本

体は上下にスライドしますから、ざらざらした

木ではいけない。梨の木を使います。西洋

梨、ペアウッドです。 
それはスベスベだからです。林檎の木も

似た感じです。このペロペロと動くところをタ

ングといいますが、ここにぎゅっと鳥の羽軸

を押し込んでとめてありますから、弱い木だ

とプチッと割れてしまう。割れては困りますの

で、ここは特別な木を使います。何だと思い

ますか。皆さんも知っています。ヒイラギです。

あれは本当に割れない。他の木だとプチッ

と割れますけどね。ヨーロッパではヒイラギの

木をホリーと言いますが、昔は手作りの小さ

な機械では硬い木というとよくホリーを使うん

ですね。僕が知っているのでは、スイスの時

計のメーカーが歯車を磨きあげる最後の段

階でホリーの木をつかって歯車を研磨調整

しているところを見たことがあります。 
チェンバロをさっきご覧になった人は、二

段鍵盤になっているのに気がつかれたと思

います。二段鍵盤がどうなっているのか説明

したいと思います。 

 ♪♪♪♪♪♪ 下鍵盤を弾く 

 ♪♪♪♪♪♪ 上鍵盤を弾く 

上鍵盤がちょっと軽くて明るい音がしたの

がわかりますか。下鍵盤がちょっとメゾフォル

テだとしたら、上鍵盤がメゾピアノくらいです

か。この違いが音楽では重要です。上下の

鍵盤は別々の音をもっていますが、上鍵盤

を奥に押し込むと、下鍵盤を弾いたときに上

鍵盤が連動します。 

♪♪♪♪♪♪ 

 二倍になりますね。今度は、フォルテに

なりましたよね。下鍵盤にはもうひとつ別の

音があるんです。こんな音です。 
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 ♪♪♪♪♪♪ 

 これはさっきより１オクターブ高い音で、

これを 4 フィートといいます。これをさっきの
音とミックスします。 

 ♪♪♪♪♪♪ 

 とまぁ、こんなような楽器なんです。素敵

でしょ。さきほどのジャックがこちらの大きな

楽器には 183 本、こちらの小さな楽器には
47本入っています。 

 
 さて、チェンバロにはどんな木が使われ

ているのかもう少し見ていきましょう。まずこ

のアルピコード、上から見える弦が張ってあ

るところが響板です。ここはヴァイオリンなど

と一緒で、3mm くらいしか厚みがない。そこ
に弦が張ってあるから音が響くわけですね。

響板は針葉樹、松とか杉の仲間、その針葉

樹の中でも楽器用材としては最高級のドイ

ツフィヒテという木です。英語で言うとスプ

ルース、日本語で言うとトウヒという木です。

鍵盤は黄色く見えますね。これはツゲの木

です。また皆さんと関係ある、そうツゲの櫛

ですね。硬くてスベスベしているからこういう

ところに使うのに向いているのです。黒鍵は

黒檀というアフリカやインドでしかとれない木

です。 
とても貴重な木で今はワシントン条約で保

護されていて使えなくなっている。それから

このアルピコードの胴体。やはり黄色っぽい

ですが、この木はサイプレスあるいはツィー

プレスといいますが、日本語でいうと糸杉。

糸杉というと皆さんがまず思い浮かぶのは

ゴッホの絵ですね。あの蝋燭みたいに

ひゅーっと立っている糸杉です。ヨーロッパ

では昔から糸杉をこういうことに使っていた

のですね。日本でいうとカヤノキが近いです。

匂いをかいでみるととっても良い匂いがしま

す。 
こちらの大きな楽器の方は全体がペイント

で塗りつぶしてありますから何の木でできて

いるか見てもわからないと思います。音を聞

いてもわかるものではないですけど、シナノ

キ。ヨーロッパの言葉ではライム、あるいはリ

ンデンです。響板の上には弦が張ってあっ

て、弦を持ち上げていますね。馬みたいに

持ち上げているのでこれを駒と言いますが

フランス語でシュヴァレ、馬、英語だとブリッ

ジ、橋になっちゃいますね。ヴァイオリンの

駒もブリッジといいますね。駒はカエデです。

チェンバロの場合はこんなに大きいもので

すから、こんなに大きいカエデの板から切り

出して作ります。ヴァイオリンの駒だったらこ

のくらいの小さな木でできますが、ヴァイオリ

ンはなかなかいろいろとうるさい楽器で、硬

くて緻密な特別なカエデじゃないとダメなの

ですね。チェンバロの胴体には、シナノキの

他にホプラとか、様式によって違うのですが

クルミの木とか、ナラの木とか、そういう木も

使います。これらの木はいわゆる家具材とい

われるものですが、特別に大きな木でないと

作れません。たとえば、チェンバロのここから

ここまで大きく曲がっている部分は 2m近く、
幅も 30cm くらいありますね。曲げるのはこう
やって台にギューっと締めつけて、布で濡ら

しながらアイロンでジュージュー熱して曲げ

ていくのです。ですからもしここに節があっ

たらバキンと折れちゃいますし、それから目

切れといって、木は繊維がありますが、流れ

て途切れていると簡単にめげちゃう。ですか

らとっても素直な良い木じゃないと綺麗に曲

がらないのです。 
こちらの大きい方のチェンバロには、ピア

ノと似た配色の鍵盤がついています。黒いと

ころは黒檀ですが、白いところは何だと思い

ますか。今のピアノは、アクリル樹脂、プラス

チック使っています。ちょっと前のピアノは高

級品だと象牙を使っていました。もちろん今

はワシントン条約でそんなもの使っちゃいけ

ないってことになっています。この楽器は、

1750 年頃の楽器は、象牙はまだそんなに
使ってなかった。牛の骨を使っていました。

牛の骨って、肋骨とか頭蓋骨とかは使いま

せんよ。４本脚の太い骨。一頭に 8 本太い
骨がありますね。骨っていうのは、話が木か

らはなれますが、丸っこい三角の断面をして

いて、中はからっぽなのです。固い油が詰

まっている。両端にはこう拳骨がついていま

す。この拳骨のところは使えない。三角形の

筒みたいなところから何枚くらいとれると思

いますか。2 枚です。三角形しているのだけ
ど、一面は腱か筋の通る穴があって使えな

いのです。だから、2 枚しか取れない。それ
で４本の脚で16枚とれるかな、うまくいくとね。
まぁそんなわけで、この楽器には白い鍵盤

が72個ですから、牛何頭分でしょうか。昔か
らそういう自然素材を上手に使ってきた。ア

クリルの鍵盤ですと濡れてくると滑りますよね。

それから、ちょっとふくと傷だらけになっちゃ

う。なかなか弱いものです。象牙の鍵盤は、

300年前の楽器でも磨り減ってはいますが、

横田誠三氏作品 

 

フレミッシュ・チェンバロ 
（1984 年製作） 

 

イタリアン・チェンバロ 
（1998 年製作） 

 
ジャーマン・チェンバロ 
（2004 年製作） 

 

北大ポプラ・チェンバロ 
（2006 年製作） 
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そのままです。そしてやっぱり手触りがいい

ですね。木と同じで指に親和性があります。

滑りにくいし、かといって吸い付いちゃわな

いし、そういう良さがあるのです。まぁ自然素

材の良さを最大限に生かしてその頃から

使っていた。私たちがこのチェンバロを復活

するときにも 200年、300年前のものを先生
にして、博物館などの資料を見て作ってい

ます。なるべく現代的な素材を使わないで

すむ昔のやり方でやっています。 
 
＜チェンバロを作る＞ 

私たちのふだん身の回りにある品物、例

えば自動車、洗濯機、椅子、そういうものは

昔のものと大きな違いがあります。それらは

大量生産によってつくられた、大量生産だ

からこそできるものです。例えば自動車一台

特別注文しようと思ったら何十億ってものに

なっちゃうでしょ。それがわずか 100 万円と
か 200万円で買えるわけですね。 

iPod だって一台作ろうと思ったら何億円
かかるかわかりません。そんなものが 2000
円とかで買えますよね。現代の品物は大掛

かりで大量に加工する。そのためには規格

化する、例えばどのネジをもってきてもサイ

ズがあいます。そいうふうに規格化して精密

な細工をする。組み立てるときも、分業化し

て流れ作業で組み立てる。そういう生産のた

めにいろいろな工夫があります。ですから

「木」のようなばらつきのある素材は使いにく

い。なるべく均一で規格化された素材や部

品を使って品物が作られている。プラスチッ

クはその典型になりますが、今鍵盤の話でも

したように、プラスチックにもいろいろな弱点

があります。意外と弱わかったりします。 
昔の楽器を作り上げている素材、木材や

カラスの羽の軸、イノシシの毛や牛の骨、そ

ういう自然素材というのは不均一です。均一

ではありません。木はどう不均一なのかとい

えば、まず今見てきたようにいろんな樹種を

使っています。樹種によって、本当に重たく

て持ち上がらないような木もあれば、バルサ

のように軽くて柔らかい木もあります。そうい

う不均一さです。またヒノキならヒノキでも谷

筋で育った木と尾根筋で育った木とでは性

質が全然違います。秩父の人はそういうこと

をよくご存知だと思いますが、この谷でとれ

たから、どこの峰でとれたからこれはいくらく

らいだ、というくらい質が違うわけです。要す

るに一本一本の固体によって違いがありま

す。不均一です。それから他にもこんな不均

一さがあります。同じ一本の木でも、根元の

方の質と上の方の質とで全然違います。そ

れは、元とか末、元玉、二番木などという言

い方をしますが、ずっと上の方へ行くと節だ

らけで使えないですよね。下の方へ行くとも

うこんな形に開いちゃって使えない。そういう

不均一さがあります。それからこの話はまた

後で触れることになりますけど異方性という、

方向によって性質が違うということが重要な

ことです。木は成長して、繊維がこういう風に

通っていますね。たとえばこの木で厚さ 1cm
の板を作れと言って、このように 1cmに輪切
りにする人はいないですよね。輪切りにする

と簡単にパキって折れてしまいます。長さ方

向にとっても、柾目にとるか板目にとるかいう

二通りの大きな違いがあります。ですから同

じ木でも異方性があるから、どのように使うか

によって、用途によって板目にとるか、柾目

にとるかという問題がでてきます。他にも節、

虫食い、割れなどという不均一。 
「わぁ、節があったね」って言うと材木屋の

オヤジさんが「節がなきゃ木は育たないんだ

よ」と言われますが、節は枝の出た後ですか

ら、それがないと葉っぱがつかないですよね。

だから節は、ぼくらにとっては本当に困り物

ですけど、木にとっては節がなきゃ育てない。

まぁそんなものなのです。 
そのような大量生産に向かない性質を木

は持っていて、例えばお寺を建てたり、芸術

的な物を制作したりする時は、それほど障害

にならないかもしれませんが、チェンバロの

ように機械のような物を作るときにはある意

味とても困った性質です。しかしながら、い

ろんな種類の木があるから、いろんな性質

の木があるから適材適所で使うことによって、

選んで使うことができますからとても役に立

つ。 
 
現代の品物は大量生産、昔の品物はい

ろいろ苦労して一品ずつ制作していたような

お話をしてきましたが、事実たしかにそうな

のですが、チェンバロという楽器は実はその

昔に「量産」されていたのです。１７世紀のア

ントワープにリュッカースという有名なチェン

バロ製作家の一族がいまして、チェンバロを

「大量生産」しました。僕の場合は、絵を除

いて、一人で仕事をしていますからだいた

い平均すると 1 年に 2 台くらい作ります。そ
れでもいろいろなモーターのついた木工機

械もあるので早いのですよ。昔でしたらそう

いう作業もみんな手でしますから大変だった
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でしょう。ところがそのリュッカース工房では、

だいたい月に四台くらいのペースでチェン

バロをつくっていた。素晴らしい速さです。も

ちろん部品によっては外の工房で外注で

やって、当てはめたりするわけですけども。

単純な、今お話したような現代的な量産で

はないのです。現代的な大量生産は数値

化規格化することによってはじまる。ところが

木を使って大量生産をするということは、そう

いうわけにはいかない。そこには今では忘

れられがちなさまざまな知恵が盛り込まれて

います。まぁ、当たり前といえば当たり前のこ

とですけれども、「現物合わせ」というのはと

ても重要なコツなのです。図面描いて寸法

でやりたくなりますが、木がそれを許してくれ

ない。実際作ると削る度に木は曲がってきま

すね。そういうのをなだめすかしてゴマカシ

てやる。このジャックは四角い穴にぴっちり

納まっています。上下に滑らかに動くために

は緩くないといけないけれどガタガタじゃ困

ります。それでどうしたらいいか。もちろん、

現物合わせでなるべく丁度いい大きさにカ

ンナややすりで調整します。もう一つ知恵が

あります。胴体をテーパーに少し先細りにし

ておけば、この位置ではぴっちりしています

が、動いたときにはゆるくなります。要するに

必要なところではキュッとなりますが、必要の

ないところではスッと抜ける感じ。テーパー

にすることによって、手で作るには平行に作

るよりははるかに作りやすい。こちらは狭くて

も、ある程度いいかげんでいいわけです。そ

の程度の精度で済むように設計しますし、

木は湿気を吸っていますから、それくらいの

精度しか必要としないのが実際です。 
よく「髪の毛一本の正確さ」などといわれ

ますが、髪の毛を測ってみるとだいたい 0.１
mm くらいはあります。薄い紙一枚ですと

0.15mm から 0.2mm くらいです。一方、手
カンナでどのくらいの寸法の精度を得られる

かというと、カンナで削っていくと 20回くらい
では 1mmも減らない。20回で 1mmだとし
ても一回あたりは 0.05mm。腕のたつ大工さ
んになると、カンナかけコンクールでたしか 3
ミクロンくらい、つまり 0.003mm のこんなに

大きなカンナくずを大きな板から削れるので

す。木を使う知恵や技術は日本にもとっても

いいものが沢山あります。でもヨーロッパに

は大量生産的に、また機械を作るという意

味での木を使う技術があり、これは尊敬しな

いといけない素晴らしい技術です。ヨーロッ

パでも一時期忘れられつつあったようです

が、今またしっかりと復活しています。 
ヨーロッパの博物館には 200 年、300 年
前の楽器が残っていますが、木はそんなに

も長持ちするものです。日本の法隆寺は

1500 年経ちますが、こういう楽器でも 300
年くらい平気でもちます。ただし 30 年くらい
すると…この楽器はもう 20年近くも経ってい
ますが、だいぶ汚れてきましたね。そろそろ、

こう、見飽きてきたから最近の流行の模様に

そろそろ塗り替えよう、そうしようそうしようと、

楽器を塗り替えるわけです。そのとき「ああ、

ちょっと虫喰っちゃったねぇ」「じゃあここ埋

めとこうか」そういう修理がすごくしやすい。

その辺も木材のもっている良さになります。

こういうものは現代的な大量生産に慣れた

視点ばっかりでは許されないことになってし

まいます。いろいろな知恵をつかって、昔の

ものとなるべく同じように作ってみることに 
よって、現代的な物作りと違う面白さを

日々感じながら仕事をしています。 
 
チェンバロを作る楽しさはいろいろありま

すが、なんといっても 200年も前の音楽をそ
の頃と同じ音で聞けるのです。ほんとに全く

同じかどうかわかりませんが。近代的な大き

なオーケストラの響きとは全然違いますし、

あるいは電気楽器でウィンウィンウィンやるよ

うな素晴らしい音楽とも違います。好きなとき

に好きに聞ける iPod とも全然違います。昔
の音楽を昔の生の音で聞く。そういう楽しさ

がチェンバロを作って一番嬉しいことですね。

もう一曲チェンバロの演奏を聴いて頂いて

終わりにしたいと思います。聴いていただく

曲はヘンデル。みなさん合唱部だからハレ

ルヤは歌ったことがあるかもしれないですね。

ヘンデルの組曲の中から一曲聴いて頂きま

す。「調子の良い鍛冶屋」というニックネーム

のついている曲です。プレリュードをつけて

５分くらいの曲にまとめてあります。ヘンデル

の“主題と変奏”を聴いていただいて、おし

まいにしたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。（1部終了） 
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Program・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 
はじめの言葉 
1 主催者あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・島崎武重郎（NPO法人秩父百年の森 理事長） 
2 校長先生あいさつ・・・・・・・・・・・・・・伊古田孝志（秩父市立第一中学校 校長） 
3 来賓あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・久保忠太郎（秩父市教育委員会 教育長）  
第 1部 講演と演奏「音楽は森を生かす」 
講演 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・横田誠三氏 
 ● チェンバロって何？（チェンバロの歴史と仕組み）  
 ● チェンバロを作る 
演奏 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・横田まゆみ氏  
 ●  J.H.フィオッコ “アダージョ” 
 ●  G.F.ヘンデル “主題と変奏” 
第 2部 「森を語ろう」シンポジウム～森の木から作る～ 
 ●  清川徳好氏（秩父市大滝林業家・元旧大滝村助役） 
 ●  江野久雄氏（江野工務所代表・一級建築士） 
 質疑応答（中学生から・参加者から） 
休憩   「チェンバロを見よう・触れよう」 
      自由にチェンバロをご覧ください。 
第 3部 チェンバロと秩父一中コーラス部との協奏 
  曲 目：“Believe（ビリーブ）”  
  指 揮：印東公民（秩父市立第一中学校 教諭） 
終わりの言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大嶋洋一（秩父市立第一中学校協力会 会長） 
 
■第 2回「森を語ろう」シンポジウムを終えて 

秩父の木からチェンバロは作れるでしょうか。不用意な私たちの質問に、ととても丁寧にお

答えを返していただきました。「いまは、無理です」。そのお答えの重みに気づかされます。

チェンバロの響きと和すかのようなコーラス部の子どもたちの美しい歌声に、未来への希望

を見ていてくださいました。それほどまでに、子どもたちの歌声は美しく素晴らしいものでした。

「いまは、無理です」。私たちは、私たちの森から本当に価値あるものをこの子どもたちと一

緒に生み出していかなくてはいけないのだと思います。興味深いお話と素敵な演奏をしてい

ただいた横田ご夫妻、合唱指導をしていただいた印東先生に心より感謝いたします。（H.S） 
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木をめぐる旅ガイド 1 

秩父独り木 ちちぶひとりぎ  

 

秩父の山々を歩いていつも感心するのは、林床が

とても美しいことである。ことに美しく感じるのは、

雁坂峠から水晶山に向かう道筋である。淡い緑の苔

が山肌一面を覆い、道行く人を魅了する。実に美し

く浄土を感じるのは私だけであろうか。 
また、秩父の山には、独り木のブナやミズナラな

どの巨木が所々にあることに気付く。これは先人達

が生活の糧としたこの地の樹木のなかで、最も大き

な木に畏敬の念を抱き切り倒すことなく残したもの

か、はたまた、この地に多くのブナやミズナラが自

生していたことを後世に伝えるため残したものかは

計り知れない。 
私は山で独り木に出会うと木肌に手や頬を触れ、

脈々とした悠久の温もりをいただき、心安らぐので

ある。 
今回、紹介するのは、刈場坂峠から虚空蔵峠・旧

正丸峠を経て伊豆ヶ岳・武川岳に向かう関東ふれあ

いの道に、数百年の時を経て今に至るブナである。 
まず、刈場坂峠から虚空蔵峠に向かい 10 分も歩い

て行くと、国道 299 号が見える尾根に出る。杉が植

林された標高 820m の地に 1 本のブナがある。目通

り三尺、根はしっかり地面を捉え、逆三角形の体躯

に筋骨隆々とした枝を四方に張り出し、数百年の時

を風雪に耐え眼下を見据える姿は、まさに山門に立

つ仁王像そのものである。実に生気に満ちた威厳あ

るブナといえよう。 
ここから旧正丸峠、川越山、正丸山を通り約 2 時

間で標高 821m の伊豆ヶ岳山頂に達する。この間に

はイタヤカエデやミネバリなどが生育している。伊

豆ヶ岳を一気に下ると、標高 621m の山伏峠にでる。

ここは主要地方道青梅秩父線と伊豆ヶ岳・武川岳に

通じるハイキングコースとが交差する場所である。

東に行けば伊豆ヶ岳、西に進めば武川岳へと通じる。 
伊豆ヶ岳方向へ少し登った所に白木の鳥居がある。

一礼し鳥居をくぐると正面に小さな祠が鎮座してい

る。その左手に御神木であろうか、ふっくらした幹

を苔で上品にまとい、背丈の高い気品あるブナが密

やかに立っている。目通り 3 尺は優に超すであろう、

枝張りはヒノキに囲まれていたせいかおとなしい。

太陽の光を手に採るかのごとく細い枝を天に向け、

白い二の腕をのぞかせる姿は、子供を慈しみ見守る

慈母観音像を思わせる。         （K.I） 
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2010 年活動報告 

2009年 12月 26日新たな NPO法人設立準備会発足以降、NPO法人化に向けた活動を重ね、8月 17日承認に至った。森林の活用による
山村地域の活性化をテーマに、都市と山村との連携、環境教育支援活動、地域活性化のためのビジネスモデル形成の 4つの事業を中心に活
動を進めてきたが、NPO法人化を受けて、森林整備事業では、山吹沢県有林の整備に関して埼玉県との間で 12月 1日協定を締結し、今後
の活動の基盤を確立することができた。また、平成 22年度過疎地域等自立活性化推進交付金事業（総務省、以下「過疎対策事業」）におい
て全面的な支援活動にかかわり、新たな森林資源としてのカエデ樹液や蜂蜜などを活かしたビジネスモデルの開発にたずさわることができ
た。環境教育支援活動では、ふたば幼稚園の森づくり（幼児）、夏休み親子森林教室（小学生）、「森を語ろう」（中学生）など子どもたちの
発達段階に合わせたプログラムを企画し、秩父の森林をテーマに取り組んできた。主な活動は、下表の通りである。 

月 森林整備・地域活性化 都市と山村との連携（エコツアー） 環境教育支援 

8月 
8.27 県有林山吹沢シカ柵施工下見 
過疎地域等自立活性化推進交付金事業支
援（以下「過疎対策事業」） 

 8.7-8 第 2回親子森林教室（秩父市大滝
大久保地区）開催 

9月 9.26 山吹沢巡視 
過疎対策事業支援 

  

10月 

10.30 植林台風接近により中止 
過疎対策事業支援 

 10.20ふたば幼稚園の森づくり協定書調印
（秩父市役所） 

10.17 ふたばの森準備作業 
10.23 ふたば幼稚園の森づくり植林 
10.24 第 2回「森を語ろう」（秩父一中）

11月 

11.3 県有林山吹沢植林（カエデなど） 
11.6 大持山ブナ林調査/横瀬町森林調査 
11.21中津川苗畑整備・イタヤカエデ山採
苗 300本植付け 
過疎対策事業支援 

11.21 第 1回秋のエコツアー（金蔵沢大
カツラ） 

 

12月 
12.1 埼玉県有林整備協定書締結 
12.8 山吹沢巡視 
過疎対策事業支援 

 12.26 カエデミニ講演会（講師：指村奈
穂子氏「カエデの魅力－おもしろさとむ
ずかしさ」） 

1月 
1.9 第 35回ミツバチ研究会（玉川大学）
参加 
過疎対策事業支援 

  

2月 
2.27秩父市交付金事業成果報告会・シンポ
ジウム開催支援 
過疎対策事業支援 

2.13・19・20 エコツアー実施 
「秩父カエデの森を活かすエコツアーモ
ニタリング」（秩父市交付金事業支援）

 

3月 過疎対策事業支援   
 

2011 年度活動計画 
月 森林整備/地域活性化 山街交流促進/エコツアー 環境教育支援 

4月 4.17 県有林山吹沢植林   
5月    

6月 6.5 苗畑整備 
6.26 県有林山吹沢下刈り 

 
 

 

7月 7.23 秩父市有林下刈り 
森林調査・苗畑整備 

 7.23 「ふたば幼稚園の森」下刈り 

8月 森林調査  8.20-21 第 3回夏休み親子森林教室 

9月 
9.22-26新宿高島屋「大学は美味しい！」
フェア参加 
森林調査・苗畑整備 

  

10月 
10.1「広葉樹ルネサンスで、むら・まちを
活かす」シンポジウム参加 
森林調査・苗畑整備 

10.23 第 2回秋のエコツアー（紅葉のブ
ナ林を歩く） 

 

11月 11.6 県有林山吹沢植林イベント 
森林調査・苗畑整備 

11.6 山吹沢植林体験エコツアー 11.5「ふたば幼稚園の森」植林 

12月    
1月 カエデ樹液採取支援   

2月 カエデ樹液採取支援 2.11-19 早春の森と和メープルを楽しむ
エコツアー 

 

3月 カエデ樹液採取支援   
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